
























































































































































































































































































































































(実行)-Check (評価)-Act (改善)」の4段階を 
繰り返すことにより、継続的かつ循環的に改善を行 
うシステムである。
学生たちが作成したセッションプランをリハーサ 
ルによって実行し,それを自分と他者によって評価 
し、改善を加えて実習に臨む。実習後には報告を行 
い、それを評価し、さらに改善を加えて次の実習に 
幽む。グルーブ全体で取り組んだリハーサルと報告 
によって実習経験が共有され、先に実習した学生か 
ら後の学生へと摘渡しされながら,保育音楽療育士 
をめざす学生たちの資質向上に役立ったと考える。
［図］PDCAサイクル
5.2自分のリハーサルの有効性
自分のリハーサルを経験することにより得られた 
気づきには、「自発的な気づきJと「他者からの指摘 
による気づきjの2棟類がある,
アンケート記述の中には、「自分では完璧なプラン 
ができたつもりで、なんとかなるだろうと思ってい 
た」というような内容も複数あり,頭で描くイメー 
ジと現実との落差に戸惑い、自発的な気づきを得た 
学生は多かったと推察する。この経験により,リバ 
ーサルと実習本番との違いも大きいことが予測でき 
るようになり、ある種の覚悟(心の準備)ができた 
と考える。
リハーサル後に行う助言に関しては、筆者は褒め 
ることと改善を求めることのバランスを配慮して指 
摘するよう心掛けたが、実際には改善を求める简所 
が大部分を占めた。指摘の一部については,概ね本 
人も気づいていることが多いという印象を持ったが, 
それ以外の指摘箇所について本人は無自覚であった。 
つまり、他の学生や教員からの指摘と助言により、 
療育士役の学生が無自覚であった言動が明確になり、 
改善することができた。
また、学生たちはリハーサルを経て十分な準備で 
実習に臨めぱ、不必要な緊張や不安に悩むこともな 
いという気づきを得ている。リハーサルでの失敗を 
椹として、実習へと挑戦することの意味を見出した 
と考えたい。
5.3自分の報告の有効性
4つの設問の中で記述文宇数がもっとも少ない項 
目で、早い時期に実習を終えた学生の中には、時間 
が経過して印象が薄くなっている者もあった。
実習後の報告は、分の経験を客観視し他者に伝 
えるためのコミュニケーション技術のトレーニング 
でもある。話す内容を整理し、話し方を工夫するこ 
とは、保育音楽療育士には欠かせない資質である。 
K疑応答によって别の角度から光が当てられること 
もあり,一人ひとりの実習経験をグループで共有す 
6ことが新しい視点の獲得や新たな気づきにつなが 
ったと考える。
5.4 他者のリハーサルの有効性
他者のリハーサルにおいて対象者■役を演じること 
は、対象者の立場や心理を想像する体験となった。 
対象者には療育士がどのように映るのか、気になる 
しぐさは何か、対象者が楽しめる活動とは何かとい 
ったことを考え5ことで,療育上の在り方を客観視 
できるようになった。
また,他者のリハーサルを冷静に観察し,_分の 
立場に置き換えることにより,自己を客観視する機 
会となったと考える。あるときは他者を良き見本と 
し、またあるときは「他山の石』として,自分の成 
長に役立てようとする様子がアンケートの記述から 
窥える.
5.5他者の報告の有効性
実習前の学生にとって他者の報告は、施設や対象 
者_報を広く収集する機会であった。音楽活動を 
療育の--環として成立させるには,対象者を深く知 
ることが不可欠であり、それによって明確な目的を 
持つプランの作成が可能となる。実習前に有用な情 
報を得たことにより、学生たちは対象者に適した療 
育的な活動を考案することができるようになった。 
また,心理面においては不安や緊張が軽減し、前向 
きな気持ちで実習にaむことができたと考える。
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6.まとめ•課題
ある学生はリハーサルの経験を通して「療育士の 
目線と対象者の目祝の両方を感じることができたJ 
と述べている。このように両者の立場を想像しなが 
ら往き来することは、障害を持つ子どもや高齢者と 
関わる保育音楽療育士のみならず、保育者をはじめ 
とする数々の対人援助職にとって重要な资質である 
と考える。これからも学生たちが_他の経験から学 
びを深め、さらに被援助者からも多くを学び取れる 
よう、工夫しながら教育実践に取り組みたい。
最後に,実習全体を指導される倉掛妙子先生から 
筆者の教育実践に多くのご助言を賜ったことに、心 
からの感謝を申し上げますc
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<ピアスーパーパイザーからのコメント> 
本論文で最も印象に残ったのは「途中で猓題を投げ 
出しそうになった学生が,最後までやりぬいたこと 
で、学生自身が自分自身の成長に気づいた。jという 
ことである。このことから、学生ができないことが 
できるようになった達成感によってやればできると 
いう自信を持てたと推察できる。また、保育音楽療 
育演習の実習を経験することで、学生が他の履修科 
目においても、やればできるという前向きにとりく 
む姿勢が発生すると思われる。
(担当：家政学科藤島みち)
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